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講懸鵜繋繁義思議辮
彰会会長をはじめ、若山家親族代表亘理美生子さん、関係者の方々が次々に献酒を行いました。

　また、ふるさとの家で行われた、牧水を偲ぶ会では、短歌コンクールの入賞者の表彰に引き続き、選

者の伊藤一彦先生が入賞作品の講評を行いました。

短
歌
ヨ
賜
閣
一
臓
㎜
響
署

　
本
年
の
牧
水
祭
短
歌
募
集
に
は
、
1
、
9
4

5
首
の
応
募
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
す
ば
ら
し

い
作
品
ば
か
り
で
、
次
の
方
々
が
入
選
し
ま

し
た
。

高
校
生
の
部

応
募
総
数
1
、
3
2
5
首

0
天
位

　
池
田
恭
佳
（
日
向
高
校
1
年
）

　
さ
さ
や
い
て
ほ
を
あ
か
ら
め
た
約
束
は

　
永
遠
と
い
う
名
の
期
間
限
定

○
地
位

　
内
海
　
藍
（
宮
崎
南
高
校
3
年
）

　
本
当
の
願
い
は
胸
の
奥
底
に

　
夜
風
に
ゆ
れ
る
白
紙
の
短
冊

牧
野
由
佳
（
延
岡
高
校
2
年
）

飛
行
機
で
あ
な
た
の
と
こ
ま
で
約
2
時
間

心
の
キ
ョ
リ
は
徒
歩
2
秒

○
人
位

　
後
藤
裕
子
（
高
千
穂
高
校
2
年
）

　
白
い
風
何
か
と
思
え
ば
空
に
あ
る

　
青
白
色
の
月
の
た
め
息

松
田
未
来
（
日
向
工
業
1
年
）

「
ご
め
ん
ね
」
と
声
を
殺
し
て
泣
く
友
に

「
泣
い
て
も
い
い
よ
」
と
笑
顔
で
い
い
た
い

竹
原
史
磨
（
延
岡
高
校
1
年
）

こ
ん
な
に
も
変
な
気
持
ち
は
初
め
て
だ

ま
さ
か
こ
れ
っ
て
あ
あ
そ
う
な
の
か

○
佳
作

　
川
内
夏
希

　
甲
斐
教
貢

　
興
椙
由
加
里

　
前
原
　
　
梓

　
真
方
康
孝

　
米
良
明
博

　
荒
武
幸
恵

　
芝
　
　
洋
子

　
園
田
祥
子

　
板
谷
慎
一
郎

　
杉
元
希
成

　
久
保
美
里

柳
田
昌
子

　
早
田
弘
樹

片
井
野
里
絵

浅
香
朋
子

　
黒
木
洋
幸

（
日
向
工
業
1
年
）

（
高
千
穂
高
校
2
年
）

（
高
千
穂
高
校
2
年
）

（
小
林
商
業
3
年
）

（
小
林
商
業
3
年
）

（
宮
崎
南
高
校
3
年
）

（
宮
崎
南
高
校
3
年
）

（
宮
崎
南
高
校
3
年
）

（
え
び
の
高
原
国
際
2
年
）

（
延
岡
第
ニ
ー
年
）

（
宮
崎
東
高
校
3
年
）

（
延
岡
高
校
1
年
）

（
延
岡
高
校
2
年
）

（
延
岡
高
校
2
年
）

（
延
岡
高
校
3
年
）

（
富
島
高
校
2
年
）

（
延
岡
工
業
3
年
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲390ぽで〉

　　　　　　　　　③”聾弓ご’り

林
加
奈
恵
（
宮
崎
西
高
校
2
年
）

野
満
未
来
（
宮
崎
商
業
3
年
）

古
賀
遼
太
（
博
多
青
松
高
校
2
年
）

高
校
生
の
部
伊
藤
一
彦
先
生
の
総
評

　
1
6
校
か
ら
1
3
0
0
首
以
上
の
応
募
が

あ
り
、
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

応
募
数
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
レ
ベ
ル
の

高
い
作
品
が
目
に
つ
い
た
。
質
量
と
も
に

充
実
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
。
し
た
が

っ
て
、
天
・
地
・
人
の
6
首
、
佳
作
の
2

0
首
を
選
ぶ
の
は
大
変
だ
っ
た
。
残
念
な

が
ら
入
選
し
な
か
っ
た
作
者
に
は
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
あ
る
。
ど
う
か
来
年
ま
た

応
募
し
て
下
さ
い
。

　
天
は
日
向
高
校
1
年
の
池
田
恭
佳
さ
ん
。

相
聞
の
歌
で
あ
る
。
下
の
句
に
感
動
し
た
。

相
手
と
の
約
束
は
「
期
間
限
定
」
だ
が
、

そ
れ
は
「
永
遠
」
と
い
う
「
期
間
」
だ
と
。

つ
ま
り
、
期
限
な
ど
な
い
、
一
生
の
、
永

遠
の
約
束
と
い
う
こ
と
だ
。
　
「
永
遠
」
を

「
期
間
」
に
し
て
し
ま
う
ま
ぶ
し
い
若
さ

が
あ
る
。
地
は
2
人
。
ま
ず
宮
崎
南
高
校

3
年
の
内
海
藍
さ
ん
。
本
当
の
願
い
は
決

し
て
文
字
に
せ
ぬ
と
い
う
結
句
に
感
銘
し

た
。
も
う
一
人
は
延
岡
高
校
2
年
の
牧
野

由
佳
さ
ん
。
こ
の
下
の
句
は
い
つ
の
時
代

も
変
わ
ら
ぬ
若
さ
の
力
と
い
う
も
の
に
圧

倒
さ
れ
る
思
い
で
あ
る
。
人
の
3
首
・
佳

作
の
2
0
首
も
、
天
・
地
の
作
品
に
負
け

ず
劣
ら
ず
す
ば
ら
し
か
っ
た
。

一
般
の
部

応
募
総
数
6
2
0
首

○
天
位

　
大
森
み
ど
り
（
延
岡
市
）

　
痛
む
膝
か
ば
い
て
歩
む
夫
に
從
く
私
が

　
な
が
く
頼
り
き
し
人

○
地
位

　
黒
木
ピ
サ
（
東
郷
動
乱
坂
）

　
吾
子
眠
る
奥
津
城
今
日
も
恋
し
く
て

　
生
前
よ
り
も
語
ら
い
長
し

中
瀬
　
汀
（
日
向
市
）

台
風
の
去
り
た
る
後
の
静
け
さ
に

教
室
の
九
九
三
揃
ひ
お
り

○
人
位

　
甲
斐
田
鶴
子
（
延
岡
市
）

　
初
生
の
胡
瓜
を
描
く
絵
手
紙
に

　
太
陽
の
め
ぐ
み
と
文
を
書
き
添
ゆ

上
之
薗
信
子
（
延
岡
市
）

垂
れ
ぎ
み
の
乳
房
引
き
上
げ
五
十
起

立
れ
嫁
に
来
る
子
に
負
け
て
は
お
れ
ぬ

末
永
タ
カ
子
（
南
郷
村
）

散
歩
す
る
道
を
変
え
た
り
夕
や
け
の

茜
の
雲
の
広
が
る
方
へ

○
佳
作

　
成
松
清
則
（
諸
塚
村
）

　
黒
木
秀
知
（
川
南
町
）

　
堀
越
照
代
（
宮
崎
市
）

　
北
田
元
好
（
門
川
町
）

　
菊
池
節
子
（
延
岡
市
）

　
吉
永
静
雄
（
小
林
市
）

　
河
野
　
　
正
（
延
岡
市
）

　
坂
本
一
信
（
宮
崎
市
）

　
佐
藤
キ
ヌ
子
（
東
郷
町
迫
野
内
）

　
申
田
寿
子
（
北
浦
町
）

　
桝
田
紀
子
（
宮
崎
市
）

　
田
村
千
恵
（
日
向
市
）

　
別
府
　
紘
（
国
富
町
）

　
長
嶺
元
久
（
宮
崎
市
）

　
木
村
映
一
（
東
郷
町
小
野
田
）

　
黒
木
美
帆
（
宮
崎
市
）

　
北
林
光
勇
（
延
岡
市
）

　
片
寄
良
一
（
延
岡
市
）

　
宮
田
ミ
ヨ
子
（
国
富
町
）

　
荒
武
宗
八
郎
（
延
岡
市
）

一
般
の
部
伊
藤
「
彦
先
生
の
総
評

　
6
2
0
首
の
応
募
が
あ
っ
た
。
生
活
を

大
切
に
し
、
自
然
に
思
い
を
寄
せ
る
良
い

作
品
が
集
ま
っ
た
。

　
牧
水
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
と
思
う
。

あ
の
世
の
牧
水
が
喜
ん
で
い
る
に
違
い
な

い
。　

良
い
作
品
が
多
か
っ
た
だ
け
に
選
考
に

は
苦
労
し
た
。
入
選
し
な
か
っ
た
作
者
に

は
申
し
訳
な
い
。
来
年
ま
た
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

　
天
は
延
岡
市
の
大
森
み
ど
り
さ
ん
。
か

っ
て
自
分
が
頼
っ
た
人
が
今
は
逆
に
自
分

に
頼
っ
て
い
る
。
そ
の
哀
歌
が
読
者
の
心

を
打
つ
。
人
生
の
時
間
と
い
う
も
の
を
深

く
考
え
さ
せ
る
作
で
も
あ
る
。
地
は
2
人

で
あ
る
。
ま
ず
、
東
郷
町
の
黒
木
ピ
サ
さ

ん
。
下
の
句
の
「
生
前
よ
り
も
語
ら
い
長

し
」
に
作
者
の
心
が
遺
憾
な
く
表
現
さ
れ

て
い
る
。
も
う
1
人
は
日
向
市
の
中
瀬
汀

さ
ん
。
小
学
校
の
教
室
で
子
ど
も
た
ち
が

一
生
懸
命
勉
強
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
伝

わ
る
。
　
「
台
風
」
は
休
み
時
間
の
子
ど
も

た
ち
の
賑
わ
い
の
こ
と
で
も
あ
る
か
。
人

の
3
首
、
佳
作
の
2
0
首
も
す
ば
ら
し
か
っ

た
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　第42回東臼杵郡民体育大会が8月24日（日）北川町の総合運動公園で開催されました。

　当日は天候にも恵まれ、東臼杵郡内10町村から選手役員が集い、各競技で白熱したレースが展開されました。

　本町からは、総勢50名が出場し、大会新記録が2種目出るなどの活躍を見せました。また、総合の部でも5位に

入る健闘を見せています。なお、主な結果は下記のとおりです。

種　　　　　　目 氏　　　　名 地　　　区 記　　録　　　　　備　　考

女子D100m 黒木真奈美 寺　　　迫 14秒28 大会新記録第
－
位 男子C走幅跳 海　　野　　道　　明 越　　　表 6mO8 大会新記録

男子G100m 寺田新一一郎 鶴　野　内 12秒80

女子共通走高跳 佐藤ま　ゆみ 鶴　野　内 1m30

女子A100m 橋　　口　美　里 仲　　　深 14秒50
第
2
位

男子D砲丸投 都　　甲　　牧　　人 小　野　田 10m86

男子F砲丸投 ノ」・　川　　勝　　正 鶴　野　内 12m13

男子D2，000m 海　　野　　達　　也 坪　　　谷 6分49秒75

男子A100m 畝　　原　　光　　弘 小　野　田 12秒17

男子C100m 東　　村　　光　　教 小　野　田 12秒02
第
3
位 男子共通800rnR

佐　　藤　　秀　　明
､　　1票　　光　　弓ム

戟@　木寸　　光　　教
氈@　’畑　　大　　介

C　　野　　道　　明

福　　　瀬
ﾋ　野　田
ｬ　野　田
ｪ　重　原
z　　　表

1分44秒78

引の△

　
　
　
　
　
ゼ
ミ
吾
　
ミ
・
、

第
－

6
室

　
第
3
4
回
町
民
体
育
大
会
が
1
0

月
1
9
日
（
日
）
に
東
郷
町
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
町
民
体
育
大
会
は
、

前
回
大
会
の
反
省
に
基
づ
き
町

民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
参
加
し

や
す
い
よ
う
団
体
競
技
が
増
え

る
な
ど
、
見
直
し
が
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
団
技
種
目
】

・
リ
ム
転
が
し
競
争
・
ゲ
レ
ト

通
し
競
争
・
綱
引
競
争
（
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
）
・
公
民
館
対
抗
お
も

し
ろ
リ
レ
ー
・
親
子
で
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
・
さ
こ
ん
た
ろ
う
・

玉
入
れ
競
争
・
む
か
で
競
争

【
ト
ラ
ッ
ク
種
目
】

・
男
女
年
代
別
1
0
0
m
、
6
0
m
・

男
子
特
選
2
0
0
m
・
男
女
4

0
0
m
リ
レ
ー
・
男
女
年
代
別

リ
レ
ー
・
男
子
年
代
別
1
、
5
0

0
m【

フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
】

・
男
女
共
通
走
高
跳
・
男
女
共
通

走
幅
跳
・
男
女
年
代
別
砲
丸
投

　
詳
し
く
は
、
今
月
配
布
の
「
大

会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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第
5
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト

　
9
月
6
日
（
土
）
、
7
日
（
日
）
、
道
の
駅
と
う
こ
う
騒
騒
房
前

に
お
い
て
、
第
5
回
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
5
月
、
6
月
の
長
雨
の
影
響
で

昨
年
よ
り
出
品
数
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た
が
、

51

ﾂ
の
丸
々
と
太
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
が
揃
い
ま

し
た
。
約
1
5
0
名
の
観
客
で
賑
わ
い
、
重
量
、

形
、
色
、
品
格
で
審
査
さ
れ
、
次
の
方
々
が

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

特記三準優
別別　優
賞賞位勝勝

三
原
弥
↓
さ
ん

那
須
藤
子
さ
ん

谷
口
　
　
巌
さ
ん

野
瀬
小
学
校

山
下
ヤ
ス
エ
さ
ん

重
量
あ
て
ク
イ
ズ
で
は
、
日
向
市
美
々
津
町

の
橋
口
気
嵩
子
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

慰
，

礪認
　　　　　暑4

欝轡

坪
谷
幼
稚
園
の
運
動
会

　
平
成
1
5
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、

盆
踊
り
用
具
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

嚢
世

羅

6

・
りご8傲♂

簸華織
－璽
糠

．．M
一
．

翼

　
9
月
7
日
（
日
）
屋
内
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
、

園
児
1
2
名
、
小
学
生
、
家

族
等
見
守
る
中
で
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

遠
足
バ
ス
ゲ
ー
ム
や
、
日

本
太
鼓
ダ
ン
ス
、
国
際
交

流
員
の
サ
ラ
・
ホ
ー
ル
と

一
緒
に
英
語
ゲ
ー
ム
、
か

け
っ
こ
、
親
子
ゲ
ー
ム
と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
種
目
に

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。

〆．

～
嚢
篭

艦
．
嘘
糞
唾

を
行
う
団
体
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
今
回
は
、

太
鼓
と
浴
衣
、
お
け
さ
笠
を
購
入
し
、
夏
祭
り
に

活
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
福
瀬
神
社
奉
納
臼

太
鼓
保
存

会
や
、
小

野
田
神
楽

保
存
会
の

用
具
整
備

を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

c＞一b〈dへρb〈d－b〈d～一ρ＞qb〈一ρ＞qじヘゴ～qじへ。

短
歌
尾
出
題
歌
会

幼
き
日
面
子
に
競
ひ
み
た
る
友

夢
に
な
つ
か
し
行
方
を
知
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

生
涯
を
丸
く
生
き
む
と
思
ひ
つ
つ

角
と
れ
ぬ
吾
の
生
き
ざ
ま
は
寂
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
絹
代

歌
詠
む
は
決
ま
り
て
妻
の
事
と
な
る

吾
が
生
き
ざ
ま
の
今
日
は
寂
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

腹
に
巻
き
入
営
せ
し
と
夫
の
言
ふ

千
人
針
を
平
和
展
に
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

ハ
ー
ブ
の
側
に
葉
の
形
に
る
雑
草
を

抜
か
む
と
し
つ
つ
手
元
の
迷
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

嫁
は
牛
吾
は
短
歌
に
入
選
し

逝
き
た
る
吾
子
楯
を
偉
ぺ
．
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

春
植
え
し
杉
千
本
の
下
刈
σ

露
残
る
暁
の
林
上
り
ゆ
く
．

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

水
た
ま
り
覗
け
ば
夫
と
の
姿
あ
り

吾
の
作
り
し
笹
船
を
流
す

　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

書
か
さ
れ
し
如
き
孫
ら
の
文
届
き

一
時
の
心
安
ら
ぎ
て
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

初
盆
を
迎
へ
し
人
と
思
は
れ
ぬ

遺
影
の
前
に
涙
溢
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

巡
り
来
る
終
戦
の
日
を
恨
む
ご
と

南
の
海
を
台
風
の
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

草
を
取
る
水
の
音
の
み
田
に
一
人

腰
を
の
ば
し
て
風
深
く
吸
う

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

八
十
路
の
坂
越
ゆ
れ
ば
次
の
嘆

願
ゆ
る
吾
が
生
き
ざ
ま
の
何
時
迄
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

忘
れ
易
く
な
り
し
を
嘆
き
共
に
酔
ひ
き

通
夜
の
祭
壇
に
君
を
仰
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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今
月
は
鵜
戸
木
の
野
別
明
年
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
今
後
の
経
営

　
現
在
は
肉
用
牛
繁

殖
と
水
稲
の
複
合
経

営
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。　

経
営
規
模
は
肉
用

達
の
母
牛
二
十
頭
の

飼
育
と
水
稲
五
十
五

ア
ー
ル
、
飼
料
畑
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
飼
料

作
物
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。㊧

今
後
に
つ
い
て
は
母
牛
二
十
頭

を
三
十
頭
に
増
や
し
て
肉
用
牛

繁
殖
の
専
業
農
家
を
目
指
し
て

各
種
研
修
会
等
に
参
加
し
技
術

の
改
善
に
努
め
目
標
達
成
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
今
月
は
鵜
馬
木
の
野
別
明
年

さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
野
別
さ
ん
の
お
宅
は
ご
両
親

　
　
　
　
　
　
と
ご
夫
婦
に
子

　
　
　
　
　
　
　
明
年
さ
ん
は

　
　
　
　
　
　
学
校
を
卒
業
後
、

　
　
　
　
　
　
三
年
間
県
外
（
自

　
　
　
　
　
　
衛
隊
）
に
勤
務
後

　
　
　
　
　
　
帰
省
し
て
我
が

　
　
　
　
　
　
家
の
農
業
を
継

　
　
　
　
　
　
い
で
お
ら
れ
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
．
平
成
十
年
認

　
　
　
　
　
讐
農
業
者
の
認

　
　
　
　
　
『
定
を
受
け
て
か

　
　
　
　
　
．
ら
肉
用
牛
の
規

　
　
　
　
　
　
模
拡
大
を
始
め

ら
れ
、
家
か
ら
離
れ
た
道
路
沿

い
の
便
利
の
よ
い
と
こ
ろ
に
牛

舎
と
管
理
舎
を
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
明
年
さ
ん
に
我
が
家
の
経
営

に
つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
現
在

母
牛
二
十
頭
で
年
十
五
頭
の
子

牛
生
産
を
し
て
い
る
が
牛
舎
等

施
設
及
び
素
牛
の
導
入
の
償
還

金
が
多
く
経
営
は
苦
し
い
。
そ

の
た
め
本
人
は
現
金
収
入
を
得

る
た
め
に
畜
産
関
係
の
運
送
業
（
パ

ー
ク
等
の
運
搬
）
の
傍
ら
土
曜
・

日
曜
日
に
牛
の
管
理
や
飼
料
作

物
の
作
付
け
や
収
穫
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
償
還
金
が
後
三
年

く
ら
い
で
終
わ
る
の
で
少
し
は

楽
に
な
る
の
で
次
の
目
標
で
あ

る
規
模
拡
大
に
向
け
て
準
備
を

し
て
行
き
た
い
と
の
事
で
現
状

の
把
握
が
十
分
に
さ
れ
て
次
ぎ

の
計
画
に
向
け
て
の
意
欲
を
感

じ
ま
し
た
。

　
肉
用
命
経
営
の
基
幹
と
な
る

粗
飼
料
に
つ
い
て
は
所
有
地
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
借
入
地
ニ
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
川
南
町
、
都
農
町
）

で
十
分
確
保
さ
れ
る
が
借
入
地

が
町
外
に
有
り
農
機
具
等
の
運

送
に
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、

子
牛
は
乾
燥
を
中
心
と
し
た
飼

養
を
さ
れ
、
母
牛
は
埋
草
を
中

心
に
飼
養
さ
れ
て
お
り
天
候
不

順
が
続
く
と
毎
日
の
飼
料
収
穫

で
あ
り
困
る
こ
と
が
多
い
。

　
今
後
の
経
営
に
つ
い
て
は
肉

用
牛
専
業
経
営
を
目
指
し
規
模

拡
大
を
計
画
的
に
進
め
て
行
き

た
い
が
現
在
の
農
機
旦
ハ
は
中
・
小

型
の
も
の
を
使
用
し
効
率
が
悪

い
の
で
今
後
は
大
型
の
中
古
農

機
具
の
購
入
か
リ
ー
ス
が
あ
れ

ば
活
用
し
た
い
と
経
営
の
見
通

し
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
肉
用
牛
の
大
規
模
経
営
に
お

い
て
は
良
質
の
粗
飼
料
を
い
か

に
低
コ
ス
ト
で
確
保
す
る
か
で

あ
り
、
ま
た
、
飼
養
管
理
の
省

力
化
、
優
良
系
統
母
牛
の
確
保
、

年
一
産
取
り
の
為
の
技
術
（
個
体

管
理
、
放
牧
等
）
及
び
経
営
管
理

の
た
め
の
記
帳
が
大
切
で
す
。

　
野
別
さ
ん
宅
を
伺
っ
て
感
じ

た
こ
と
は
ご
両
親
、
奥
さ
ん
、

明
年
さ
ん
が
よ
く
話
し
合
い
さ

れ
役
割
分
担
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
目

標
達
成
の
為
話
し
合
い
が
さ
れ

無
理
の
無
い
よ
う
に
し
て
頑
張

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
き
っ

と
達
成
で
き
ま
す
よ
。

蜜
渥
だ
毒

　
9
月
期
子
牛
・
育
成
牛
郡
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
1
1
頭
出
品
し
て
い

ま
す
。
成
績
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

【
雌
子
牛
の
部
】

○
福
　
瀬
　
高
尾
ふ
さ
美

　
ひ
ろ
お
く
6
号
　
　
優
等
賞
五
席

○
寺
　
迫
　
植
野
　
繁

　
ふ
く
み
1
号
　
　
壱
等
賞

○
迫
野
内
　
黒
木
ク
ニ
カ

　
く
ろ
ぎ
7
0
号
　
　
弐
等
賞

○
迫
野
内
　
佐
藤
初
義

　
は
つ
ふ
く
号
　
　
参
等
賞

○
仲
　
深
　
若
杉
善
男

　
も
も
か
号
　
　
　
参
等
賞

【
去
勢
の
部
】

○
羽
　
坂
　
那
須
春
喜

　
百
合
秀
号
　
　
　
弐
等
賞

○
坪
　
谷
　
矢
野
秀
俊

　
芳
郎
号
　
　
　
　
弐
等
賞

【
育
成
牛
の
部
】

○
坪
　
谷
　
岡
村
賢
一

　
ひ
で
た
か
4
号
　
壱
等
賞

○
福
　
瀬
　
関
野
安
弘

　
や
よ
い
の
8
号
　
壱
等
賞

○
福
　
瀬
　
高
尾
静
信

　
か
つ
ふ
く
4
9
号
壱
等
賞

○
団
体
成
績
　
子
牛
5
位

○
育
成
牛
　
　
　
　
5
位

旧
ル
迫
痂
郡
＋
巾
ロ
胆
評
△
五

【
雌
子
牛
の
部
】

○
寺
　
迫
　
海
野
　
直

　
い
ず
み
3
2
号
　
　
弐
等
賞

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

さ
く

　
菱

義　

@
　
り

　
　
3
1
7
1

m
旧
の
車
庫
擶
調

●
《
－

“、
㌧

亀
う

ど班　
⑦

D
V
D
上
映
会

☆
1
1
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

星
の
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
（
8
0
分
）

さ
く
ら
館
ま
つ
り

　
秋
の
さ
く
ら
館
ま
つ
り
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
2
5
日
（
土
）

◆
古
本
交
換
会
（
～
2
6
日
）

　
※
不
要
と
な
っ
た
本
や
雑
誌
（
程

度
の
よ
い
も
の
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

◆
三
保
小
中
学
校
作
品
展

　
（
～
H
月
2
日
）

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
開
放

　
（
～
2
6
日
）

◆
ぬ
り
絵
に
挑
戦
！
（
～
2
6
日
）

　
ぬ
り
絵
を
し
て
作
品
を
さ
く

ら
館
に
展
示
し
ま
す
。

◆
紙
芝
居
「
大
西
広
幸
」
公
演

　
今
は
懐
か
し
い
紙
芝
居
屋
が

炭
鉱
の
町
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。

バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
の
口
上

も
こ
な
す
大
西
氏
の
話
術
を
存

分
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
3
　
　
　
0
　
　
　
4
　
　
　
0

　
　
の
　
ロ
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
1
　
　
　
3
　
　
　
1
　
　
　
り
0

◆
ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作
ろ
う

　
「
0
　
　
　
0
　
　
　
ρ
0
　
　
0

　
　
ロ
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
コ
　
ロ

　
一
　
　
　
O
　
　
　
1
　
　
　
3

　
シ
ャ
ボ
ン
玉
水
や
ジ
ャ
ン
ボ

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
道
具
の
作
り
方

を
覚
え
て
、
み
ん
な
で
シ
ャ
ボ

ン
玉
遊
び
を
し
ま
し
よ
う
。

☆
2
6
日
（
日
）

◆
和
太
鼓
ふ
れ
あ
い
教
室
（
冠
ジ
ュ
ニ
ア
）

　
1
0
：
0
0
～
1
2
：
0
0

　
冠
ジ
ュ
ニ
ア
の
演
奏
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。
和
太
鼓
を
叩
い

て
み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。

◆
パ
ソ
コ
ン
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
T

シ
ャ
ツ
を
作
ろ
う

　
午
前
の
部
　
1
0
：
0
0
～
1
1
：
3
0

　
午
後
の
部
　
1
3
：
0
0
～
1
5
：
3
0

　
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
写

真
な
ど
を
T
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン

ト
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ

を
作
成
し
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
可

能
な
（
綿
5
0
％
以
上
）
T
シ
ャ
．

ツ
や
ハ
ン
カ
チ
な
ど
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
の

質
問
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。

さ
く
ら
館
の
休
館
日

10

獅
U
日
・
1
3
日
・
2
0
日
・

27

一
般
図
書

・
煤
煙

・
太
平
洋
の
薔
薇

・
草
に
す
わ
る

・
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
・
ハ
イ

・
蹴
り
た
い
背
中

そ
の
他

・
黒
い
悪
魔

．
N
9
遂
轟
σ
。
三
9
・

・
霧
の
夜
の
戦
傑

・
似
非
エ
ル
サ
レ
ム
記

・
午
後
の
密
箱

・
疾
走

・
透
明
人
間
の
納
屋

・
G
M
O
　
上
・
下

F
【．

北
方
謙
三

笹
本
稜
平

白
石
一
文

横
山
秀
夫

綿
解
り
さ

佐
藤
賢
一

村
上
　
竜

赤
川
次
郎

朝
暮
　
文

稲
葉
真
弓

重
松
　
清

島
田
荘
司

服
部
真
澄

・
デ
ッ
ド
エ
ン
ド
の
思
い
出

　
　
　
　
　
よ
し
も
と
ば
な
な

・
と
る
に
た
ら
な
い
も
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
江
国
香
織

・
4
T
E
E
N
　
　
　
石
田
衣
良

・
田
々
の
舟
　
　
　
村
山
由
佳

・
不
安
の
力
　
　
　
　
五
木
寛
之

・
人
生
で
一
番
知
り
た
か
っ
た
こ
と

ー
ビ
ッ
グ
ク
ロ
ス
の
時
代
へ
1

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
佳
子

・
す
て
き
な
世
界
の
た
め

ー
ハ
ー
ト
ソ
ン
グ
　
2
一

　
　
　
　
マ
テ
ィ
・
ス
テ
バ
ネ
ク

・
ゴ
ル
デ
ィ
オ
ス
の
結
び
目

　
　
　
　
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
リ
ン
ク

・
暗
闇
の
中
で

　
　
　
　
レ
イ
テ
ェ
ル
・
シ
ー
フ
ァ
ー

・
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
W
・
G
・
ゼ
ー
バ
ル
ト

・
運
命
で
は
な
く

　
　
　
　
ケ
ル
テ
ー
ス
・
イ
ム
レ

児
童
図
書

・
花
火
師
リ
ー
ラ
と
火
の
魔
王

　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
プ
ル
マ
ン

（
小
学
校
上
学
年
、
一
般
対
象
）

そ
の
他

・
血
族
の
物
語
　
下

　
　
　
ピ
ー
タ
ー
・
デ
ィ
ッ
キ
ン
ソ
ン

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

・
新
し
い
国
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
俊
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
規

（
中
学
生
対
象
）

・
ぼ
く
ら
の
教
室
　
先
生
三
人

た
ん
ぽ
ぽ
先
生
あ
の
ね
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
ひ
ろ

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

・
ぼ
く
は
き
み
の
ミ
ス
タ
ー

　
　
　
　
ト
ー
マ
ス
・
ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
う
ほ
・
う
ほ
・
ほ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
川
悦
子

（
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
お
ば
け
う
ん
ど
う
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
玉
四
郎

（
小
学
校
初
・
中
学
年
対
象
）

・
ザ
・
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス

　
　
　
　
　
マ
ー
カ
ス
・
セ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

え
ほ
ん

・
か
っ
ぱ
の
す
も
う
　
　
太
田
大
八

・
つ
き
よ
の
キ
ャ
ベ
ツ
く
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
新
太

・
デ
ザ
ー
ト
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
ア
ー
サ
ー
・
ガ
イ
サ
ー
ト

そ
の
他

・
い
た
ず
ら
ハ
ー
ブ

え
ほ
ん
の
な
か
に
お
っ
こ
ち
る

　
　
　
　
　
ロ
ー
レ
ン
ス
・
チ
ャ
イ
ル
ド

・
お
し
っ
こ
ぼ
う
や

　
　
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ラ
ド
ゥ
ン
ス
キ
ー

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

弧《趣

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　　　⑨鵜8ご’り

東郷町国民健康保険がら
　　　　　　　　　　　　　　　　　医療費節約のポイ：∠ト①

　現在東郷町の国民健康保険加入者は、町全体の約50％（2、692人）と年々増加しています。

医療費も増加し、平成14年度の本町の総医療費は約11億円。1人当り医療費は、宮崎県が約36万円に対し、

本町は約42万円と、県内で高い方から2位でした。　（※1人当り医療費＝医療費総額÷国保加入者数）

それでは、本町の国保のみなさんはどのような疾病で医療機関にかかっているのでしょう？

〈疾病分類別：月別件数〉
□H13年5月

｣H13年11月

｡H14年5月

｠H14年11月

｡H15年5月

［単位万円］

@　　〈疾病分類別：月別費用〉
日H13年5月　：　　　　i

國H13年11月

｡H14年5月

｠H14年11月

DH15年5月

3、㎜

Q500

Q㎜

s500

P000

TDO

n

0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
　
　
0
5
　
　
　
4
　
　
　
3
　
　
2
　
　
　
1

筋
骨
格

消
化
器

循
環
器

新
生
物

皮
膚
疾
患

精
神
疾
患

尿
路
系

呼
吸
器

内
分
泌

眼
科
疾
患

新
生
物

循
環
器

眼
科
疾
患

内
分
泌

呼
吸
器

筋
骨
格

損
傷

消
化
器

尿
路
系

精
神
疾
患

　グラフのとおり、本町では「循環器系の疾患」で医療機関を受診する件数が最も多く、費用も高い状況です。

循環器系の疾患には、高血圧・心疾患・脳血管疾患等がありますが、他の疾患に比べ「高血圧」が件数・

費用ともに高い結果が出ています。

高血圧を防こう！！

　高血圧は聞きなれた病気だと思いますが、動脈硬化の原因になり、心臓病や脳卒中の重要な要因になり

ます。生活上の危険因子は食塩の取りすぎ、肥満、運動不足、喫煙、過度の飲酒、睡眠不足、ストレス等

です。生活を改善して予防・コントロールしましょう。

　病気は放っておくほど、回復に時間がかかり治療費もかさみます。病気になる前に、予防をすることが

最高の治療法かつ医療費と家計簿の節約法ですよ！

一人あたり医療費
（平成15年3月～15年4月）

　　　　　　　（単位：円）

一般被保険者 退職被保険者 老人保健 合　　計

医療費 順位 医療費 順位 医療費 順位 医療費 順位

東　郷　町 41，260 6 57，583 20 123，496 11
70，421 4

市町村平均 34，398 57，821 120，179 61，430

朝鮮半島・台湾出身の旧軍人・軍属等であった方とその遺族の皆様へ

　　　　　　　ご存知ですか？　弔慰金等が支給されています。

　現在、先の大戦において旧日本軍の軍人・軍属等として戦死された方の遺族や重度戦傷病者の方々

に弔慰の意等を表すため弔慰金等が支給されています。

　ご遺族には弔慰金：260万円、重度戦傷病者の方には見舞金：400万円

　弔慰金等につきましては、平成16年（2004年）3月31日が請求期限とされています。請求期間内

に請求されない方には弔慰金等が支給されませんので、十分注意してください。

　※詳しくは、保健福祉課福祉係（電話69－3367）まで

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　コ膨8こ”り⑧

『快適で生きがいのある町づくり』のためのアンケート結果N。．2
　前月号に引き続き標記アンケート集計結果を掲載します。いよいよ秋本番、みなさんも
ここちよい汗をかいていますか1

間1　運動して紘を動かすことを一気持
　　　ちがいい一と感しますか，

　　　【運動をして気持ちがいいと思う人の割合】
器號
18：8舞

ll：8舞

18：1斐

11：1舞

　　　駕器鯉　器閤　侭鷲

一■㌦＼　　　、

－

＋男性
黶｡一女性

　　　運動することは、どの年代でも気持ちがいいようですね。

問3　運動種目は何ですか。

閃2　仕事釧外てと耽くらい逆動をして
　　．、ますか、

　　　　【運動している人の割合】
　　　　

撒
器：腰

器：朧

1：：腰

　　　器麗鯉器閤駕鴨
30・40代は忙しい世代。ちょっと運動不足かな！

ﾊ 、
、

〆　「

、、

@■ト、
、

一◆一男性

＋女性

年　代 1　位 2　位 3　位

20代 ウオーキング バレー 　　　　　　P~ニパレー、コルフ

30代 ウオ…キング ソフトテニス 　　　　　　　　　Poレー、ミニパレー、コルフ

40代 ウオーキング ミニパレー ，コルフ

50代 ウオ「キング ミニパレー ，コルフ

60代 ウオーキング グランドゴルフ 健康体操

70代 ウオーキング グランドゴルフ ゲートホール

80代 ウォーキング ゲートボール グランドゴルフ

どの年代においてもウオーキンクをされている方が多いようです。
そういえば、よく見かけるような…。

悶5　誰と運動しますか。

　　　　　職場の人1％　　「一その他4％

　　ペット・家畜2％
　　　　　　　　　　　　　　　これもウォーキング
　　友人・隣人5％
　　　　　　　　　　　　　　　の影響でしょうか。
　　　　　　　家族で　　　　　　　ひとりで運動される

　　　　　　　　　　　　　　　方が多いようです。

　　　　　　　愛好会などで

確喧螢1紗

　問4　運璽する場戸Fはとこてすか。

ゴルフ場3％　　　　　　　　その他4％

自宅4％　　　　　　　　　　　　ウォーキングを
学校6％
　　　　　　　　　　　　される方が多い影
　　　　　　　　　　　　響ですね。道路・林

　　　　　　　　　　　　遵で運動されてい
　　　　　　　　　　　　る方が多いようで
　　　　　　町公共施設　　　　す。

偏
儲
尼
よ
り

や
す
ら
ぎ
館

奮
6
9
1
3
3
6
7

問6　運動しているけとこれかあれぶなあ一こ
　　　思うも．のはありますか．

インストラクター　　　　　　　　　　街灯

　運動行事　　　運動施設　歩道

東
郷
小
学
校
4
年
三
浦
俊
希
く
ん

10月の行事予定表

一人で運動される

運動する仲間が欲

しい方が多いよう
です。また、街灯・歩

道の整備を望む方
が多いようです。

無
　ごじやる！

　　　〆敬17
ク　心　　i・

　　　　写邑で、ろ＼ろこ：
　てフソ　　　　　なっをんご　ヒミ

　　　　　　1
　　　げなにおちい
　　　するしかないτi

・慣鐸ゴU
　1、　一運動

勲
　　謹ク

　謬

、総　i

イーン P
孝i

奄

・難68
　　　　　　騒

1　イイ4
ヂヲザ

（璽）左ち，ガ謬饗窪動

蓼　

期　日　　　場　　所　　　受付時間
育児サークル（ちびちびCLUB）

7日（火）
や　す　ら　ぎ　館 10：00～12：00

21日（火）

リハビリ教室

23日（木）　シルバーセンター　10：00～10：10

赤ちゃん健康相談

15日（水）1やすらぎ館鞘甚9＝1易9？児
さくらんぼの会

30日（木）やすらぎ館　　10：00～

地区巡回健康相談

2日（火）
瀬平　那須和昭様宅　　9：30～10：00

多武の木組合長宅113：30～14：00
i

坪谷市谷川崎集落センター 9：30～10：00
8日（金）1

@　　　1 坪谷地区多目的集会施設 13：30～14＝00

9日（木） 赤井笠営農研修センター 9：30～10：00

24日（金）
児　　洗　　公　　民　　館 9：30～10：00

下　渡　川　公　民　館 13：30～14：00

27日（月）
越表生活改善センター 9：30～10：00

越表中水流集会施設 13：30～14：00

29日（水） 仲深地区公民館 9：30～10：00

野　々　崎　集　会　所 13：30～14：00

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　　⑪鵜8こつ

自衛隊員募集の案内
募集種目 応募資格

自衛隊生徒

中卒（見込

含）17歳未

満の男子

受付期間 試験・最終合格

：ll月・日・火）1一次116年1月10日（土）

16年副

　〔火）

二次i16年1月23日（金）～

　　　　26雪月）

最終　　ユ6年2月17日（火）

合格．

＊問い合わせ：自衛隊日向募集事務所（容52－6914）

1
、
全
国
植
樹
祭
記
念
式
典
の
概
要

○
開
催
日
　
平
成
1
6
年
4
月
2
5
日
（
日
）

○
場
所
　
西
都
市
西
都
原
古
墳

群
特
別
史
跡
公
園

○
内
容
　
天
皇
・
皇
后
両
殿
下
に

よ
る
お
手
植
え
、
お
手
播
き
や
緑

化
功
労
者
表
彰
な
ど

2
．
応
募
方
法

　
応
募
内
容
ご
理
解
の
上
、
所
定

の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
農
林
振
興
課
ま
で
持
参

ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
用
紙
は
、
役
場
農
林
振
興
課
に

あ
り
ま
す
。

3
、
応
募
期
限

　
平
成
1
5
年
1
0
月
3
1
日
（
金
）
必
着

4
、
応
募
資
格

　
森
林
や
緑
に
関
心
を
持
つ
小
学

生
以
上
の
県
内
在
住
者

第
5
5
回
全
国
植
樹
祭
記
念

式
典
へ
の
参
加
募
集

　
春
と
秋
に
「
道
の
駅
・
と
う
こ
う
」

の
構
内
で
お
こ
な
っ
て
い
る
「
わ
い

わ
い
市
場
」
こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　
こ
の
市
場
は
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
子
供
が
大
き
く
な

っ
た
た
め
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
洋

服
や
、
使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
、

雑
貨
、
骨
董
品
、
本
、
C
D
、
テ
レ

ビ
、
時
計
、
ギ
フ
ト
の
品
々
、
自
家

製
の
花
や
植
木
、
野
菜
、
果
物
、
盆

栽
等
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
な
の
で
、

「
わ
い
わ
い
市
場
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　　　　ボランティア相談員等募集
　宮崎犯罪被害者支援センターでは、平成16年度からの運営開始に向けて、
ボランティア相談員等を募集します。

ボランティア相談員等とは、
　犯罪の被害に遭った方やそのご家族からの「電話相談」に応じていただく
ほか、法廷、病院等への付き添いなど、被害者の心身にわたる支援を行って
いただきたいと考えています。

ボランティア相談員等の募集は、

13讐鐵猫紹付講論繕は20歳以上）
！●やる気のある方　　　●月1～2回程度の相談業務に就ける方
1　を予定しており、約6ヶ月間（月に1～2日）の研修を終了した方の中から、最

1終的に35名程度をボランティア相談員等として正式に採用（登録）する予定です。

　　　　　　　　　　　　　　交が自i◎（社）宮崎犯罪被害者支援センターは・平成16年に宮崎市内に事務所を設連○日○霊○つ広○午○参次

1難ll欝1雛識1驚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ホームベージアドレス）http：〃pref　miyazakijp／police／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

巡
回
行
政
相
談

心
配
ご
と
相
談

△
日
時
　
1
0
月
9
日
（
木
）
9
時
～
1
2
時

△
場
所
　
羽
坂
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

中
小
企
業
退
職
金
共

済
（
中
退
共
）
制
度

　
1
0
月
は
中
退
共
制
度
加
入
促

進
月
間
で
す
。

　
宮
崎
県
は
、
単
独
で
は
退
職
金

制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な
中
小

企
業
事
業
主
に
対
し
、
中
退
旧
制

度
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
加
入
事
業
主
を
対
象
と

し
た
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
合
せ
（
中
退
共
制
度
）
中
退

共
福
岡
相
談
コ
ー
ナ
ー

電
話
0
9
2
1
6
3
－
2
5
5
1

（
県
の
補
助
制
度
）
宮
崎
県
労
働
政

策
課

電
話
0
9
8
5
1
2
6
1
7
5
6
2

　
組
合
営
水
道
管
理
者
、
井
戸
水
・

山
水
を
生
活
用
水
に
使
用
さ
れ
て

い
る
個
人
の
方
で
、
水
質
検
査
を

依
頼
さ
れ
た
い
方
は
、
住
民
課
環

境
水
道
係
ま
で
お
申
し
出
前
さ
い
。

　
な
お
、
検
査
に
は
検
査
料
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

望雑劃一
　　　花1サ名又ギブ

夫エ子　　　子エ

8
月
届
出
分
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

水
質
検
査
申
し
込
み
受
付

碧
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
9
月

10

冾
ﾜ
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
小
野
田
の
松
木
哲
夫
さ
ん
よ
り

（
フ
ヂ
ノ
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
岩
下
富
男
さ
ん
よ
り

（
花
子
さ
ん
逝
去
）

◎
八
重
原
の
山
ロ
マ
ツ
子
さ
ん
よ
り

（
ク
ラ
コ
さ
ん
逝
去
）

◎
仲
深
の
日
高
一
男
さ
ん
よ
り

（
サ
エ
さ
ん
逝
去
）

◎
八
重
原
の
奈
須
勉
さ
ん
よ
り

（
ツ
ギ
ヱ
さ
ん
逝
去
）

◎
福
瀬
の
甲
斐
ノ
ブ
子
さ
ん
よ
り

（
又
夫
さ
ん
逝
去
）

　
T
E
L
O
9
8
2
1
6
9
1
3
1
1
5

　
F
A
X
O
9
8
2
1
6
9
1
3
1
5
2

（
東
郷
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
い

っ
き
」
事
務
局
）

　
鶴
野
内
の
伊
東
尚
さ
ん
か
ら
快

気
祝
い
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
鶴
野
内
の
伊
東
征
男
さ

ん
か
ら
一
般
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■

■
一
■

F

●

－
今
月
の
納
税
等
一

国
民
健
康
保
険
税
5
期

介
護
保
険
料
5
期

町
県
民
税
3
期

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　吻「留1」弓ご’つ⑩

識日向の国から
未来ヘジャンプ　光ネットで情報社会

全国マ，レテメヲ常ア祭：；ii：1：：：l　l：：l　iiiiii…in田1Pささ

マルチメディアがやつζきた
　　　　　　　　　　　　　　全国マルチメディア祭とは…

最先端のIT機器の展示や、宮崎県内全市町村を高速・大容量の光ファイバー網で結ぶ「宮崎

情報ハイウェイ21」を使っての、教育や医療福祉分野における活用事例の紹介など、来場者の

皆さんに、情報化について「見て」「知って」「体験」していただけるイベントです。

織
籍． 轄琴一

●

●会場●
シーガイア

ワールドコンベンションセンター
サミット

○呈謂講演

　　　　・坂村健氏

盈　　　　．葉京大宝墨字院教授
　　　　・テーマ1ユピキタスかもたらす今後の生活」
　　　　・1・「ユヒキタス．とは、ラテン、カ　ノの、至るところに∫fする1遍在〕

　　　　　という意味．インターネソトなどの情報ネ小ワークに、いつでも、どこか

　　　　　らでもアクセスできる環境を指します

○パネルディスカッション
．コーディネーター：小出五郎氏NH腰譲員
・テーマ：「地域のIT推進と暮らしの変貌1（仮題）

り

●会場延岡市

延岡市内でもさまざまな
　イベントが開催されます！
http：〃www．city．noboka．miyazakijp1

●

●会場●
シーガイア

ワールドコンベンションセンター

サミット

⊂注催者ソーン
・教育や医療・福祉分野などにおける一宮崎情報ハイウェイ2】一を使ったI

T活用の様々な事例を紹介します．

・地上波デジタル放送の紹介をはじめ、現在から近未来にかけて私たちの

暮らしが、どのように快適で便利になるのかを紹介します

○スタディ（学校出展）ゾーン

・県内の小、中、高校、大学等におけるIT分野での取り組み、活動等を発表、

紹介します。

○企業・団体ゾーン

・最新のマルチメディア機器、情報通信システム等の展示・実演により、い

かに多くの製品が、私たちの身の回りや産業等に活用されているかをわ

かりやすく紹介します（出展予定47社〕

○特別授業（ネットワークを使っての還隔による授業）（11月7日）

藩蔀辮奪
蜀毛利衛氏
・　宇宙飛行士、ヨ広私字

　モ系館堕長．

　＿、場から県内の詩季弓

　を対象に、環境をテーマ

　にした授業を行います

イベント名　　　1　　場　　　所　　　i　　　　　　内　　　　　　　　　容
遠　　　隔　　　授　　　業1ケーブルメディアワイワイi　　　　　　　　　　　　　　」

小柴昌俊氏（東京）と県内5ヶ所を結んで遠隔授業

パネルディスカッション1延岡総合文化センター 「こどもの表現、IT、地域」をテーマにパネルディスカッション

D　o　演　歌　ラ　イ　ブ 〃 インターネットサイトDo演歌．comでおなじみの歌手のライブ

街なかホットスポット・デモ 山　下　新　天　街；　　　　　　　　　　1 無線Lanを設置、パソコンでインターネット体験

商店街をリアル＆バーチャル探検　　　　　　　　　　　　　　1 〃　　　　i小学生の商店街探索イベント

お問い合わせ先　東郷町企画調整課　Tel　69－3901　FAX　69－3104／　E－mail：kikaku＠town．togomiyazakijp

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　
⑫」8鰍

噸㌔垂物魯

　　σ奪坪谷幼稚園σ春

▲「かけっこ一等だったよ」

仲深区下水流
　　　たま　え
横山珠瑛さん（㈲

父　雅隆さん
母　千鶴さん

○好きな食べ物は何ですか？

　パイナップル、ハン

　バーグ

○好きな遊びは何で
　すか？

　縄とび、ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　ケーキやさん

仲深区久居原
　　　とも　　や
田口智也くん〔5歳）

父　克彦さん

母　陽子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　たまご、肉、パイナ

　ップル

○好きな遊びは何ですか？

　すべり台、縄とび

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　おかしやさん

¢鷹『

　！メ噂卜覇

澤
，

　一　亀h遡－．
、彗孟

ノ

」妙L．
▲「うんどうかいでゲームをしたよ」

．
調

関門賞囲賞翼翼南口

翻㊥誘籐
賞賞翼翼賞翼輿相田

　被岸に咲くから
　　　　循岸花

　牧水公園に今年も真っ赤な

彼岸花が咲きそろいました。

　緑の草の合間から、われ先

にと伸びた茎の先には、大き

な大きな花をつけわれこそは

と、自慢しているようです。

今年よりは来年また再来年と

公園一面を飾ることでしょう。

是非この感動を昧わってくだ

さい。

表
紙
隔
牧
水
・
の
う
た
の
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
　
甲
　
欣
　
一

秋
か
ぜ
の
信
濃
に
居
り
て
あ
を
海
の

鴎
を
お
も
ふ
寂
し
き
か
な
や
（
路
上
）

　
「
九
月
初
め
よ
り
十
一
月
半
ば
ま
で
信
濃
国
浅
間
山
の
麓
に

遊
べ
り
、
歌
九
十
六
首
」
と
詞
書
き
が
あ
る
中
の
一
首
で
、
第

四
歌
集
「
路
上
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
伊
藤
一
彦
著
「
若
き
牧
水
」
に
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
日
常
を
の
が
れ
て
旅
に
出
る
。
旅
先
で
心
が
慰
め
ら
れ
る
。

そ
れ
が
普
通
の
人
に
と
っ
て
の
旅
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
、
牧
水
の
心
は
旅
先
で
さ
ら
に
旅
に
憧
れ
る
。
秋
の
信
州

と
い
え
ば
、
寂
し
い
気
配
も
ふ
く
め
て
美
し
い
の
に
、
牧
水
は

新
た
な
旅
を
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
や
は
り
海
だ
。
こ
の
頃

太
田
水
穂
あ
て
に
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
　
「
あ
あ
、
何
だ
か
遠

く
も
来
に
け
る
か
な
の
お
も
ひ
が
仰
々
し
く
起
こ
っ
て
来
さ
う

で
す
。
困
る
、
困
る
、
だ
っ
て
も
う
一
ケ
月
の
余
に
な
り
ま
し

た
よ
、
こ
れ
か
ら
越
後
、
越
中
、
能
登
、
加
賀
、
若
狭
…
遠
い

遠
い
、
行
く
の
は
い
や
で
す
ね
え
、
そ
れ
で
も
碧
玉
の
よ
う
な

日
本
海
の
浪
の
破
片
が
眼
に
浮
か
び
ま
す
、
ち
ら
ち
ら
雪
が
降

っ
て
寒
く
て
凍
え
て
身
体
中
の
声
を
張
り
あ
げ
て
叫
ん
で
み
た

い
、
そ
し
て
ば
ば
も
し
な
い
赤
ん
坊
に
な
っ
て
東
京
へ
帰
り
た

い
も
の
で
す
、
命
の
よ
ご
れ
に
耐
え
ま
せ
ん
」
　
（
明
治
四
十
三

年
十
月
十
三
日
）
行
く
の
は
い
や
だ
、
わ
び
し
く
心
細
い
気
持

ち
に
一
層
襲
わ
れ
そ
う
だ
と
思
い
な
が
ら
も
、
冬
の
日
本
海
に

行
か
ず
に
い
ら
れ
な
い
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
（
相
反
す
る
感
情
が

同
時
に
存
在
す
る
）
な
心
。

結
局
の
「
寂
し
き
か
な
や
」
と

は
、
そ
の
ど
う
し
ょ
う
も
な

い
自
分
の
心
に
対
す
る
詠
嘆

で
あ
ろ
う
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑳3901まで〉
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